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　大阪体育大学では、現在の社会的課題でも

ある「運動部活動の改革」に注力すべく、運動

部活動やスポーツ指導に携わる人材の育成・

啓発に資する施策に取り組んでいる。2019年

7月からスポーツ庁委託事業「運動部活動改革

プラン」を受託し、これまでの本学での教育や

研究実績や様々な取り組みをもとに、各学校

の運動部活動の充実に資するような施策や体

制の構築とその展開を図るべく、本事業に全

学的な体制で取り組んでいる。2023年5月に

は、社会人を対象として中学生の運動部活動

指導に携わる人材を養成する講座「運動部活

動指導認定プログラム」の開講に至っている。

本研修では、大阪体育大学の取り組みについ

て研修し、専修大学およびスポーツ研究所の

社会貢献・地域貢献の可能性と方向性を検討

する情報を得ることを目的とした。

大阪体育大学における指導者養成プ
ログラム

河島スポーツ局統括ディレクター：本学におけ

る指導者養成プログラムには、２つの柱があり

ます（資料１）。一つは現役の学生を対象にした

グッドコーチ養成セミナー、もう一つはリカレ

ントの運動部活指導認定プログラムです。部

活動の指導に関する問題意識が非常にあった

ことから、大学内でプロジェクトを作りました。

そこから自治体などの各所にヒアリングを行

ったり、シンポジウムを行ったりしながら、現

在プログラムに取り組んでいるところです。

現役学生対象のグッドコーチ養成セ
ミナー

河島：学内のグッドコーチ養成セミナーは、未

来の指導者を現場と共に育てるシステムで、

学生を対象とし、その学生を単位外、要するに

有志として希望してきた学生に対してグッド

コーチを養成するというものです。地域にある

運動クラブから指導をもっと充実したものに

したい、あるいは、そもそも指導者がいないと

いう声に対して、セミナーを受けた学生を「マ

ッチング」という形で派遣しています。この取

り組みを通じて、教育現場と大学が連携して

未来の指導者を育てる、というものです。

　次のページ（資料２）は、その学内と学外の

研修会１　大阪研修会報告

大阪体育大学における運動部活動改革への取組と
運動部活動指導認定プログラムの現状
日時 令和 6 年 1月25日（木）14:00 ～ 16:00

場所 大阪体育大学中央棟中会議室

情報提供者 大阪体育大学　神﨑 浩 副学長、土屋 裕睦 教授、河島 晋太郎 スポーツ局統括ディレクター
参加者 スポーツ研究所　飯田 義明、富川 理充、時任 真一郎、齋藤 実

資料１）大阪体育大学における指導者養成プログラム

資料２）ゴッドコーチ養成セミナーと学生派遣（マッチング）システム
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左前から　大阪体育大学 土屋裕睦教授、神﨑浩副学長、河島晋太郎スポーツ局統括ディレクター 
右前から　スポーツ研究所 飯田義明所員、齋藤実所員、富川理充所員、時任真一郎所員

繋がりのマッチングシステムになります。基

本的には自治体や学校からの要請によって、

我々の学生をマッチングさせることになるの

ですが、そのマッチングする学生は、隔週に1

回、月曜日の放課後にある授業を受けます。そ

れに加えて、学生からシステムへの登録票を

提出してもらい、それを受けて、自治体の要請

に対して教員と事務でマッチングを図ってい

ます。

　グッドコーチ養成セミナーは2021年から

スタートしました。セミナーへの参加人数は、

2021年度は42名、2022年度は61名、2023

年度は41名です（資料３）。すべての研修が終

わりましたら、修了証が渡されます。セミナー

ではアクティブラーニングやワークもありま

すし、ソフトバンクと大学で連携して進めてい

るスマートコーチというアプリを活用すると

いう実験も始めているところです。

飯田：学生全体の何割ぐらいの学生がこのセ

ミナーを受けているのでしょうか。

河島：本学の学生数は、約3千人くらいです。

そのうち6～7割は体育会に所属しています。

セミナーは放課後に行われますので、学生に

よってはクラブの練習があって参加できない

こともあります。セミナーを月曜日に設定して

いるのは、クラブの練習が比較的オフになって

いるのが月曜日ということもあります。

飯田：セミナーへの参加者は、上級生になるほ

ど人数が増えています。卒業後に実用性があ

ることから上級生になってから参加するとい

うことでしょうか。

河島：学生の参加動向までは分析出来ていま

せん。ただ、1年生、2年生は、クラブへの参加

をまず考えます。3年生になると、自分の将来

を考え始めることと相関はあるのかとは思い

ます。

ソフトバンクとの連携による「AIスマ
ートコーチ・スマートコーチ」の活用

河島：ここで学内のグッドコーチ養成セミナー

を活用したソフトバンク社との連携について

紹介します。ソフトバンクとの連携協定を昨

年の6月29日に結びました（資料４）。指導者

不足の地域や学校においてICTが活用できな

いかとの相談があり、今実証実験を行っていま

左前から　大阪体育大学 土屋裕睦教授、神﨑浩副学長、河島晋太郎スポーツ局統括ディレクター 
右前から　スポーツ研究所 飯田義明所員、齋藤実所員、富川理充所員、時任真一郎所員

資料３）ゴッドコーチ養成セミナーの参加人数と修了証

資料４）グッドコーチ養成セミナーとソフトバンクとの連携
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す。マッチングという形で学生を派遣している

自治体のクラブの協力のもと、ソフトバンク社

の「スマートコーチ」「AIスマートコーチ」を使

ったクラブ活動等の展開を実施しています。

　スマートコーチでは、遠隔で画像を見なが

ら、その場に居ない指導者が直接指導をする

ことができます。「AIスマートコーチ」の方は動

作分析が可能で、プレーヤー自身で気づきが

出来るものです。2023年8月にバスケットボ

ールの実証実験を見に行きました。自分自身で

も当時このようなものがあれば、もっと上達し

たのではないかと思います。自分と上手な選手

のプレイを比較すると一目瞭然で、チームとし

ても生徒のディスカッションが活発化してい

る気がしました（資料５）。

運動部活動指導認定プログラム

河島：「履修証明プログラム」で展開している

リカレントプログラムである「運動部活の指導

認定プログラム」について紹介します。今現

在（2024年1月）、令和6年の申し込みが始ま

っています。プログラムは社会人を対象として

おり、現在の指導者のリスキリングの機会とな

っています。指導者の継続的な学びの機会提

供、指導者間のネットワークの構築までできれ

ばと思っています。

　プログラムの特徴は4つあります（資料６）。

1つは「履修証明プログラム」というもので、学

校教育法に基づく履修証明書を交付していま

す。学校教育法に基づくものなので、聴講生

や科目等履修生と同等の位置づけにできると

いうのがポイントになります。本学では、先に

「グッドコーチ養成セミナー」が展開されてお

り自治体との関係もできてきた中、2022年6

月にスポーツ庁の公立中学校部活動の地域移

行に関する提言を受け、自治体から指導者養

成と確保に関する相談を多く受けるようにな

りました。多くは自治体独自で指導者を養成す

ることは難しく、何とかならないかという相談

であり、そこでプログラムを考えることになり

ました。

　自治体、特に教育委員会からのお話しでは、

地域移行によって学校部活動指導の教育的な

面が薄れていくことを心配されていると我々

は感じました。そこで、学校教育法に基づく証

明書を発行できる「履修証明プログラム」とす

ることが、指導者が有する資格として説得力

があるのではないかと考えました。それに加

えて、文科省の「職業実践育成プログラム」と、

厚労省の「教育訓練給付制度」の認定を目指し

ました。理由は、受講生が教育訓練給付金を

受給でき、経済的な負担を抑えられるというこ

とです。この3つでプログラムを構成すること

を考えていたところ、自治体との意見交換の中

で、JSPOの資格を取らないと中学校の全国大

会に指導者として帯同できなくなる、という話

がありました。受講生が、本学のプログラムに

加えてJSPOの資格を取らなくてはならなく

なるのは本意ではありませんので、JSPOと連

携できるよう相談しまして、本学のプログラム

を習得するとJSPOの資格も取れるようにプ

ログラムを作りました。

土屋：JSPOは、自分たちで講習会をすべて開

催しなくても、地域の大学等でやってくれて、

それでJSPOに登録してくれるわけだからむ

しろ良いことなのだと思います。裾野が広が

りますよね。JSPOのコーチ資格のための養成

研修会をすべてJSPOで手配するのは大変だ

から、それをやってくれる。一方受講者は、登

録すると今度はJSPOの継続研修を受けられ

ます。指導者間のネットワークや学びの継続

にも繋がっているという見方はできます。

齋藤：大阪体育大学が積極的にされているこ

とが、我々にとっては、風穴を開けてくださっ

ている感じがあります。前例があるとやり易い

です。

富川：このプログラムは、集中授業の形式で短

期間に受講生を集めて、講座を開いて、資格を

取れる条件を揃えているということでしょうか。

河島：その形でもできると思います。今は、春

と秋と2回開講しています。5カ月ぐらいのプ

ログラムで、オンデマンドがメインです。最初

の4時間と最後の6時間だけ、ハイフレックス

（対面、オンラインのいずれか）です。日時は決

まっていますが、現地に来る必要はなくオンラ

インでも良いという案内をしています。

土屋：JSPOとの比較でいうと、コーチングア

シスタントの研修会よりも本学の方がプログ

ラムの内容が多くなっています。

運動部活動指導認定プログラムの構成

河島：JSPOの共通科目Ⅰが45時間で構成さ

れています。本学の構成は60時間です。外向

けには、残りの15時間というのは、JSPOの内

容にはない部活動に関するものと言っていま

す。60時間は履修証明プログラムの最低時間

数ですが、学内でも60時間は多いという声は

あり、今もそのように言われる受講生もいると

資料５）運動部活動指導認定プログラムのコンセプト

資料６）運動部活動指導認定プログラムの概要
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思います。しかしながら学校教育法に基づく

証明書が発行できることもあって、60時間の

プログラムにしています。

　もう少し詳細を説明します。春は5月から9

月、秋は10月から2月に60時間という単位で

実施しています（資料７）。開講人数の最低人

数は10名にしています。プログラムの流れは、

まずハイフレックスで最初に4時間行った後、

部活動に関する基礎知識とスポーツ科学に関

する知識のオンデマンドを期間に分けて行い

ます。最後に土屋先生も担当される指導実践

を6時間のハイフレックスで行って修了しま

す。システムはGoogleソフトのClassroomと

YouTube、テストではFormを活用しています。

　次の資料は、最初の開講時やオンライン交

流会の様子です（資料８）。左下に受講者の職

業が記載されていますが、理学療法士や医師、

公務員など多彩です。１期生は59名、2期生

は46名でした。定員は50名です。取材やテレ

ビの影響もあって、2期については申し込みを

締め切った後での問合せも多かったです。部

活動指導や部活動の意義を勉強したい、スポ

ーツ科学を学び直したいなどの理由で受講い

ただいておりました（資料９）。受講後に、どこ

か指導ができるところを紹介してくれるのか

と聞かれることもありましたが、それは難しい、

と回答しています。我々ができることは指導者

の育成・資質向上までであり、指導場所の紹介

まではできません。

　課題は、学び直しの機会も含めてブラッシ

ュアップする必要があると考えています。ま

た、多くのスポーツ系の指導者を育成している

大学と一緒にこのような取り組みをすること

で、各地域に添ったスポーツに関する課題解

決ができるのではないかと思っています。オン

ラインのプログラムにしたことで、全国から受

講生が来てくれているということは非常に有

難いことではあるものの、全国的な課題を解決

するには、他大学、体育系大学、スポーツ科学

を専門的にされている大学と一緒に足並みを

揃えてできるといいのではないかと思います。

運動部活動指導認定プログラムに関
する意見交換

飯田：このプログラムは教員が担当しています

が、教員のコマ換算や手当はどのようになって

いますか？

河島：手当は、以前教免講習で手当を出してい

ましたので、それに倣い計算しています。

資料７）運動部活動指導認定プログラムのスケジュール

資料８）運動部活動指導認定プログラムの様子

資料９）運動部活動指導認定プログラムの受講動機
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齋藤：カリキュラムでは、各科目の時間数が2

時間に設定されています（資料10）。イメージ

として、大学授業科目の１コマがここに対応し

ているように見えますが、その考えでよろしい

でしょうか。新しく授業を作るよりは、現在行

なっている授業の一部を活用しながらプログ

ラムを運用していくことで、教員の負担は少な

くなりますね。実施方法をハイフレックスにし

ている科目は、双方向の情報交換が必要にな

りますから、オンデマンドでは実施できません

ので、担当者の負担は大きくなりますね。

土屋：ここは議論が分かれるところです。オン

デマンドだけで単位を取りましたと言う人が、

例えば、体罰問題で何か起こった時は、オンデ

マンドだけで単位を出していることが問われ

ることもあるでしょう。「運動部活動の実践」を

対面あるいはオンライン双方向のハイフレッ

クス形式で取り入れているのは我々のこだわ

りで、プログラムの最後にはコーチとしての実

践をやってもらう、そういう機会を与えていま

す。本学客員教授の池上正さんというコーチ

ングの専門家の方も講師として参加してもら

っています。仮にオンデマンド教材の単位を

すべて受講していても、この実践論において、

例えば不適切指導の傾向の認められる場合に

は、最終的に不合格といいますか未修了とい

うことも想定しています。

河島：今回の受講者には長与町（長崎県）か

ら14名が参加しています。長与町からの参加

者を含めて全体で46名です。長与町は今、先

進的に部活動の地域移行をされているのです

が、スポーツ指導者に対して本プログラムを

受けるようにするから、連携させて欲しいとい

う話がありました。ハイフレックス形式で展開

する最初と最後の10時間は、我々が長与町へ

出向き、別でやりましょうということになりま

した。長与町の14名が大阪へ来るよりも、講

師2～3名が出向いた方が経済的には良いだ

ろうということです。ただし、プログラムの定

員は50名としており、学校教育法の観点から

は定員を超えて行うことは気をつけなければ

なりません。

齋藤：専修大学の生田キャンパスは川崎市に

あります。川崎市より、部活動の地域移行を進

める上で、指導者の育成について市から相談

を受けています。川崎市としては、JSPOのプ

ログラムは、部活動の指導に関わる一般市民

にとってはハードルが高い。もう少し時間を要

しない内容で資格を出すことはできないかと

考えているようです。その場合、先ほどの土屋

先生の話にもあるのですが、簡単に資格を付

与して現場に立たせるのは不安ですので、どう

したものかと思っていたところです。

　そこで一つお伺いしたいのは、本プログラム

と地域との関わりです。地域の行政と本プロ

グラムには関わりはありますでしょうか。

河島：我々も立ち上げ当初は、教育委員会から

の依頼でしたので、プログラムを作ったら必ず

これを受けてくださいと言ってもらえると思っ

てはいましたが、やはりハードルは高いなと思

っています。ただ、一方で先ほどの長与町のよ

うにプログラム受講者へのサポートに前向き

な自治体もあります。我々としては、大阪でそ

ういう事例が出てくれるとありがたいなと思っ

ていますが、まだそこまでに至っておりません。

齋藤：JSPOの資格との棲み分けはどのように

お考えでしょうか。

河島：我々は主に教育委員会と話をしている

からかもしれないですが、今までの部活動指

導の信頼の拠り所は教育免許証だったという

ことを深く感じています。そういう意味では、

教育免許がなくても、それに相応するまでの資

格が担保として必要なのではないかと思った

ので、このプログラムとなったわけです。スポ

ーツ指導はJSPO資格がありますが、加えて部

活動は教育的な点もありますので。

齋藤：プログラムで凄いと感じたのは、４つの

柱ですね。お金の面もそうですが、履修証明プ

ログラムということで、その大学での学びを修

了したという証明を出しているというところで

すね。

神﨑：どちらかというと、その柱がメインでプ

ログラムは始まりました。せっかく受けるので

あれば、JSPOの資格も取らせてはどうかとい

うことです。

齋藤：こちらの柱をメインにしているというの

は、もともとは地域との兼ね合いがあって、そ

して地域をターゲットとした大学との繋がり、

大学から地域への還元ということですね。

資料10）運動部活動指導認定プログラムの授業科目概要
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河島：教育委員会にはこのプログラム（履修証

明プログラム）が入っていることが評価された

一番の要因と思います。大会の引率のために、

本学のプログラムと同じ内容であるJSPOの

資格を改めて取りにいくことになるのは避け

たいという話になり、JSPOに連携できないか

と相談しました。

飯田：サッカー協会のライセンスはD級から

あります。簡単なところから始められます。話

を聞いていると、ライセンスを取りに来る人と

いうのは、地域で子供がやるようになって、親

が関わらなくてはいけなくなったということ

から興味を持った人が多いです。一般の人が

プログラムを受講するというのは、そういうニ

ュアンスで良いのでしょうか。これから中学の

部活は地域へ移行していきますが、そういう

人たちのために何とかならないかということ

だと思います。貴学のプログラムで対象とし

ていたのは、もともとはそうではなかったとい

うことですね。

河島：もともとはそうではなかったです。

富川：実際に大阪体育大学に受講しに来てく

れる人というのは、ある程度のスポーツ経験が

ある人たちが多いのでしょうか。子どもがスポ

ーツに関わったから自分も勉強しようとして

いるのか、全くスポーツやっていなかった人が

いきなり指導者やるから取りに来るという人

がいるとは思えないのですが。

河島：年配の方が結構多いです。リタイアさ

れて、地域に貢献されたい方で、昔、部活をや

っていましたという方はいらっしゃいます。

齋藤：部活動の地域移行で退職された方が手

を挙げて来る中でのトラブルは、昔の経験を元

にした指導をしてしまうことがあげられてい

ます。部活動の地域移行に、大阪体育大学は

関わっていますか？

河島：大学が組織的に部活動の地域移行の

在り方について関わっている地域はありませ

ん。自治体の部活動の地域移行に関する委員

会の座長になったり、委員会に入っている方

は多数おられます。大学がどこかの自治体と

関わってその自治体の部活動に対するあり方

を一緒に変えていくことはないですが、本学で

部活動の地域移行をテーマにシンポジウム等

を実施した際は教育委員会の方々が集まって

くれました。

土屋：今は、それぞれの自治体は他の事例を

参考にしながら、自分のところではどのように

していくのかを検討している段階が多いです。

我々の開催するシンポジウムに来て情報収集

をしています。長与町みたいに先進的な取り

組みを始めている地域ばかりではなく、例えば

まだ学生がボランティアで指導に来てくれる

から、特に改革を急がなくても良いと考えてい

る地域もあるかもしれません。

齋藤：川崎市も子どもの人口は減っていませ

ん。流入も多く若い人が増えており、人口の

推移を見た時に、まだ現在の部活動が維持で

きるという感覚がありますので、部活動の地域

移行を急いではいませんね。もう一つ興味あ

るのは、河島さんです。スポーツ局の統括ディ

レクターというお立場で、このプログラムに取

り組まれています。スポーツ局はどのような組

織ですか。

河島：大阪体育大学のスポーツ局は大学のス

ポーツ資源を活用した地域課題の解決などの

企画をしたりもしますが、メインはクラブのガ

バナンスや振興です。このプログラムの企画

運営も、スポーツ局が担当するものかという声

は学内にもありました。実際、我々がやってい

る運動部活動改革プロジェクトの事務局は、

教職支援センターが担当しています。スポーツ

局はプロジェクトの一部分であるリカレント

プログラムの企画をしており、プログラムの成

績管理や運用しているのは教学になります。

スポーツ研究所：このプログラムをスピード設

計する時に、もともとスポーツ庁に出向してい

た人が関わっているのですね。

河島： スポーツ庁には2018年から2021年3

月までの3年間、大学スポーツの振興の担当と

して在籍し、UNIVAS設立準備委員会の事務

などをしていました。

土屋：もし、川崎市と協働して専修大学でこの

プログラムをやるのであれば、しっかりしたも

のをやった方が良いと思います。

齋藤：その通りだと思います。取ってつけたよ

うな授業を聞かせて、それでOKというのでは

なくて。本プログラムが、JSPO資格の代替に

なっているのではなくて、きちんとしたリカレ

ント教育として、学内のリソースを活用して良

い教育をしようとするプログラムが出来てい

るということがよく分かりました。

土屋：プログラムの多くのは科目等履修で順

次取ってくれていいです。その代わり、半日だ

けは集合講習に来てもらい、受講者が実際に

子どもたちにどう接するのかの実践を確認す

ることが大切だと思います。

齋藤：川崎でのプログラムは、できるだけ川崎

市のリソースを活用できればと思っています。

川崎にはプロのスポーツチームがあります。川

崎フロンターレ（サッカー）、川崎ブレイブサン

ダース（バスケットボール）、企業のバレーボ

ールチームや野球チームがあります。また、川

崎市高津区にある総合型地域スポーツクラブ

SELFも協働できるかと思います。そういった

ところのリソースを上手く活用して、きちんと

したプログラムを作りたいですね。大学として

提供できることを明確にしてやっていければ

いいかなと思います。

飯田：我々が心配するのは、専修大学は体育

系大学ではありませんので、大学の事務側か

らみたスポーツの優先度は低くなる可能性が

あり、そうすると結局プログラムを実施するの

は良いのですが、先生方でやってくださいとい

うことになりかねないという点ですね。色々な

プログラムが走っていても、それがどちらの局

でというのが事務の中でもあるようで、我々は

そこに関れるわけではないですし、関わるべき

ではないところです。そういう事務組織がしっ

かりしていないと、空中分解してしまう可能性

があることを心配します。

神﨑：自治体がプログロムのための協力をして

くれて、フォローしてくれるのであれば、成功

につなげることができるのではないかと思い

ます。

齋藤：川崎市は、政令指定都市なので、規模が

大きくなりますから注意しながらやっていき

たいと思います。

富川：部活動の地域移行の話を聞くと、部活動

に外部の指導者が入っていく方法と、総合型

地域スポーツクラブで生徒を受け入れる方法
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があげられますが、どちらの方向にいきそうな

のかと。現在の状況は、学校や自治体が求め

ている指導者に来てください、部活動は学校

でやりますということが強いのかなと思って

います。そうなると、学校側とリンクしていれ

ばその指導者のコントロールが効くような気

がします。しかし、このプログラムやJSPOの

指導者資格をもとに、指導者が独自でクラブ

を作ってやっていこうとなると、安全管理など

心配な点があるように感じます。国はどちらの

方向を向いているのでしょうか（笑）。

河島：国がよく言っているように、地域の実情

に踏まえてということになるでしょう。その地

域の課題は分からないので、我々ができること

はスポーツ指導者をしっかりと育てることと

しています。

　プログラムを作るという話になった際、受講

生に対する人材バンクの企画などの話は色々

ありました。これらを1セットにしましょうと

いう提案もありましたが、大学が運用すること

は難しいと思いました。部員が少なくチーム

が組めないという地方の問題に直面している

地域の議員も来られて、長与町のようにやっ

てみようと話していますが、それでもまだ具体

的にはなっていません。地方では確実に中学

校の部活動は今まで通りやっていけないよう

になっています。一方で先ほどの川崎市とか、

大阪も北部などまだまだ人口も多い地域は部

活動指導員に予算を付けることで部活動が回

り、かつ先生方の働き方改革もフォローでき

るのであれば、その形では残るのではないかと

思います。全部をこうしないといけない、とい

う訳ではないというのが今のスポーツ庁のス

タンスです。

土屋：どちらの方向に進んでも、指導者養成プ

ログラムは地域に開放していくことができれ

ばよいのではないでしょうか。熊本は、部活動

は学校でやると言っています。地域の実情と

いう範囲の中で、どこまでその方向が許される

のか、様子を見たいこともあります。

　大阪市の桜宮高等学校では、「桜宮スポー

ツクラブ」を立ち上げ、地域の中学生が高校の

顧問や生徒から部活動を指導してもらうとい

うプログラムを考えています。色々な形がこれ

から生まれると思いますが、いずれにせよ地域

の方や教員が部活動指導者プログラムを学ぶ

ことも含めてやったらよいのではないでしょ

うか。社会情勢が変わっていっても指導者は

必要です。

時任：このグッドコーチ養成セミナーと運動部

活動指導認定プログラムの枠組みは、基本的

にどちらも同じ形なのでしょうか。

河島：それぞれのやり方は違いますけれども、

内容は同じようなものになっています。グッド

コーチ養成セミナーのところは本学の先生の

名前がありますが、その先生がその時間を担当

しています（認定プログラムはオンデマンド）。

時任：川崎市はJSPOだと負担が大きいと言っ

ています。グッドコーチ養成セミナーでは学生

向けには、独自の修了証を出しているという説

明がありました。先ほど、学生向け学外向けは

やり方の違いはあるけど内容は同じものにな

ると言う話であったので、負担が大きくならな

いよう上手く調整したシステムは運営できな

いものでしょうか？

　学内者向けに大阪体育大学のような形で、

科目等履修として時間設定も含めて、資格を

取るのは負担が大きい。しかしグッドコーチ養

成セミナーは、単位認定外なので、縛りが少し

緩い、裁量の範囲がある、大学独自で修了証

（認定）できるのかなと思います。大阪体育大

学が実施している学外向けのプログラムをそ

のまま実施は求めている自治体求めるレベル

によっては難しいところがありそうなので、川

崎市の要望のような場合は大阪体育大学が学

内向けにやっていることを負担のバランスを

とりながら段階的に積み上げていくのも一つ

の方策としてあるではと思いましたが、いかが

でしょうか。

土屋：２つのプログラムを並べてみると、リカ

レント向けに60時間もあって、学生向けのも

のはそれより少ないですね。しかし学生向け

のものは、卒業所要単位が124プラス教員免

許を取った後、更にこのプログラムがプラスさ

れますので、そうするとこちらのボリュームの

方が圧倒的に多くなります。ですので、川崎市

で実施するとした場合のおすすめは、文科省

が指定している部活動指導員に限定して、部

活の話をメインでやるとか、あるいはグッドコ

ーチ養成セミナーのNO!スポハラのようなと

ころでやるとか。もし、サイズを小さくしてや

るのであれば、そういうものに絞っても良いの

ではないかなと思います。学生向けのものか

ら、いくつかピックアップしてプログラムにす

るのはありでしょう。

富川：トライアスロンはかなりマイナー種目

で、さらにパラスポーツとなると競技人口も少

なく、指導者もいません。一昨日、ハイパフォ

ーマンスセンター長やスポーツ庁の方と、競技

団体として面談する機会がありました。その

中で、指導者がおらずどこで活動するかという

と、それは地域だというのです。つまり、地域

移行をしたクラブにおいて、マイナー種目の活

動場所の確保は大事ということになりますが、

プログラムにおいては専門の種目の部分は省

かれています。種目の部分を学べるところ、リ

カレントできるというのが必要になりません

でしょうか。

河島：プログラムを考える際にディスカッショ

ンレベルでその話をした時に、個々の競技まで

手を出すのはなかなか難しいという話になっ

たと記憶しています。今、自由選択という形で

60時間の外で、オンデマンドのものは作って

いますが、それが限界だと思います。個別の種

目は、競技団体にお任せするしかなくて、我々

はそのベースになる共通科目を作るというこ

とかなと思います。

土屋：考え方としては、共通科目と専門科目

があって、専門科目は競技団体がやり、共通科

目はJSPOがやるようになっていて、僕たちが

やっているのは、JSPOの共通科目に当たるも

のをやっています。サッカーのトップチームで

コーチをされている方がここに共通科目を学

びに来るということが起こりうるということ

です。

富川：トライアスロンで指導者資格を持ってい

る人も、このプログラムを受けてそれぞれの地

域で指導することができれば確かにプラスに

なりますね。

土屋：極端な話をすると、各競技のS級の免許

を持っている人が専修大学の独自のプログラ

ムを受けに来るのはありだと思います。それは

学び続けるということですから、共通科目とし

て受講することは意義があると思います。

　また違った話になりますが、このプログラム

は60時間ありますが、障害者スポーツは入れ

た方が良いと思います。ここに項目として入

っていないのがむしろ違和感があります。障

害者スポーツとか、女性アスリートの話とか、

今の時代、すべての指導者が知っておかなけ

ればならない旬のものはどんどん入れてやれ

るようにした方がよいでしょう。我々からした

ら、このプログラムがかっちりと決まっている
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わけでなくて、今はこのプログラムでも、新し

く入ってくるようなものを取り入れることは良

いと思います。そういった点では、学生向けに

やっているグッドコーチ養成セミナーは、外部

講師を呼んで旬の話題を学生は聞けるので、

割とそこが実験場になっていて、我々も聞かせ

てもらっていて、新しく取り入れるものを考え

るきっかけになっています。障害者スポーツが

一コマあっても良いですね。

富川：障害者スポーツ指導員の資格は、障害者

スポーツ協会（日本パラスポーツ協会）との連

携のもと、大学で半期15単位の講義を行なっ

て、その中に、実技を２コマ入れれば、大学でも

資格を出せることになりました。しかし、現在

は形式的なものにとどまっている怖さがある

ので、その資格に加えてこのプログラムをしっ

かりやると、さらに二重で担保できますね。こ

の件、NFに持ち帰って、第三者にご相談しに

くいとか、研修に来たりとかできるかもしれま

せん。

土屋：実際、関西が拠点のチームでNTC（味の

素ナショナルトレーニングセンター）に行けな

いチームもあって。例えば、関西拠点のシッテ

ィングバレーボールは、我々のバレーボールと

一緒に練習してくれています。

富川：指導者をどう育成するかは大事なところ

で、ただ経験していただけではなくて、しっか

りした学ぶ場所があるといいなと思いました。

ありがとうございました。

齋藤：私が持っているアイデア中で、プロスポ

ーツが川崎市にあるという話をしましたが、専

門的なところはOJT（On The Job Training）み

たいにできないかなと思っています。例えば、

川崎フロンターレや辻ブレイブサンダースの

練習を一日体験してみるというようなものが

出来ればいいなと思っています。それによっ

て、指導者の中でのネットワークも広がってい

くように思っていて、それを温めているところ

です。

　プログラムの良い点をお伺いしてきました

が、プログラムの課題や、アイデアなどを紹介

してもらえますか？

河島：学内でのコンセンサスを得ることが難

しいのはどの大学も一緒だと思います。この

ようなプログラムを企画すると、講師には手当

が出ますが事務員には手当がつきません。事

務組織は、仕事が増えることになるので、嫌が

るのは当然なのです。このプログラムの原型

は、私から一度提案した際には周囲の反応が

良くなかったので、取り下げようと思っていま

した。その後、国の地域移行の提言があり、教

育委員会が大学に相談に来る機会が多くなっ

た際、対応する教員のサポートとして、若い事

務員が入りました。

　そこで、「河島さん、やっぱりやった方が良

いです」と言われ、そうであればもう一回提案

してみようとなりました。私ひとりの思いでは

なくて、そのプロジェクトに関わっている事務

側からやった方が良いのではないかというボ

トムアップが来たので、もう一回、ブラッシュ

アップして出そうかという話になりました。そ

れが今の中心メンバーです。

神﨑：先に走っていたグッドコーチ養成セミナ

ーは、もともと国からの補助金をもらって試験

的に実施していたものです。そういう助走があ

って、そんなプログラムを大阪体育大学はや

っていることに周りの人たちが興味を持ち始

めて、少しずつ火が付いてきたのです。それが、

部活動の地域移行や指導者が足りないという

タイミングにマッチングしていきました。大学

の中で、これは良いことなのでやろうというこ

とになり、教員側としては、やらなくてはいけ

ない雰囲気になっていきました。社会貢献し

なくてはいけないということが一方ではあり

ました。

河島：グッドコーチ養成セミナーは、現役生

の中でより強い志を持つ者に特別にレッスン

をするというプロジェクトで、先生方も情熱で

やっていただきました。ただ、情熱だけでは続

かないというのはひしひしと感じましたので、

最初の提案の時には、単位化して在学生も受

講でき、かつ科目等履修生でも取れるように

する、そして担当教員もコマ数にカウントされ

る、という提案だったのです。

齋藤：テクニカルな話なのですが、プログラム

の講義は一つの科目から一コマを持ってきて

いる構成になっています。授業形態として成

立しているのでしょうか。

河島：オムニバス形式として、授業として位置

付づけることができると思います。

富川：競技団体では指導者を確保するのが難

しいので、各競技団体のコーチの資格を出す

ハードルを減らそうとしていて、一部、単位化

しているものと、課外活動を資格の条件にし

ているという話も聞いています。そういうやり

方もありますね。例えば、部活をやっている学

生は、部活の練習の実践を実技の単位に換え

るのを認めていることを聞いています。

神﨑：そういう大学もあります。本学はまだそ

れはやっていません。インターンシップは単位

化していますが、それとは毛色が違いますね。

富川：学生の話になりますけれども、グッドコ

ーチ養成セミナー後に、マッチングした側には

支払いは発生するのですか。

河島：本学ではマッチングを実施し、当該学生

はその後自治体からそれ相応の時給ないし、

交通費が支給されます。

富川：マッチングさせた後で、そこからは受け

入れ側にお願いしますという形ですね。

河島：昨年度までは学内予算とか、スポーツ

庁の補助金もありました。課題としては、学生

の指導を見に行く必要があるけれど、担当する

先生方の時間がなかなか取れないと聞いてい

ます。

齋藤：本学においてはキャリア支援課という

ところが、キャリアに関する授業を持っていま

す。その中で、インターンシップを単位化する

という話があります。その中で部活動なり、ス

ポーツ指導に行っているところを含められな

いかというアイデアもありますが、それをどう

やって評価するのかというところが課題にな

ります。評価まで含む形で成立すれば、学生に

とって良い勉強になります。

神﨑：本学の場合は、例えば、剣道で大阪城の

修道館に指導に行かせます。そこの指導担当

の方に評価表を依頼してそこで現場での評価

を総合的に判断してもらい、最終的に単位を

認定しています。こちらのプログラムは、マッ

チングさせて、派遣して、今のところ大きな問

題はありません。仮に派遣して、現場で何かト

ラブルが起こった時に、だれが責任を持つの

か。こちらは送っている立場ですので、それは

非常に危惧されるところです。

富川：学生が念書を書くとかはないのですか。
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神﨑：当初は、一日一回何時間、何日来てくれ

という契約で行くのですが、現場の先生からし

たら、もう少し来て欲しいとか言われて学生が

困ってしまうケースもありました。現場の要求

が高くなってしまったようです。ですので、派

遣する前に取り決めをして、これ以上できませ

んというところは抑えておいた方が良いです。

齋藤：今私がいる学科では、2週間のインター

ンシップの授業があって、事前に教育をした上

で送り出しをします。短い期間ですが、評価が

高いと受け入れ先から依頼を受けて、そのまま

アルバイトで残る学生もいます。

河島：まさにその通りで、マッチング後その年

度を超えて、大学が知らない間に継続してい

る可能性もあり注意が必要です。

齋藤：そう言う意味では、そこだけの責任に収

めておいて、その後は、マッチングした受け入

れ側が継続して雇用を検討することについて

は良いかもしれないですね。

飯田：学生からの評価はどうでしょうか。ま

た、グッドコーチ養成セミナーは、1年目に受け

て、2年目、3年目はもう受けられないのでしょ

うか。

河島：グッドコーチ養成セミナーは、複数年受

けている学生もいます。セミナーの評価を数値

化するというのは出来ていません。2年の受講

いうところが区切りかなという話はしていま

した。本来であれば、修了証を持ってマッチン

グなのですが、そこは前後してしまいます。マ

ッチングした後にこれからも受講してくださ

いとなることはあります。

神﨑：このオムニバスの1時間を担当する先生

方はボランティアです。これをカリキュラムの

中に入れると、いくばくかの手当が付きます。

私としてはカリキュラムの中に入れたいのだ

けれども、中心的にやっておられる先生は単位

を取るために受講してくる学生がここに混ざ

ると、授業の質が落ちるという反対意見もあり

なかなか難しいです。

河島：事務方でもカリキュラムに入れるのであ

れば資格関連科目に行くのではないかなと話

していました。

飯田：専修大学でも体育系の学生にJSPOの

資格に繋がる授業がありますが、同じような議

論になります。一般に広げれば、質が落ちる可

能性があります。スポーツの授業は楽そうだか

ら取りに来るとか、そういうのも困ります。今は

取れる学生を限定していますが、その辺は難し

いところです。

齋藤：大阪体育大学のこれからの大学経営に

おける危機感はいかがでしょうか。

神﨑：体育系大学はどこも一緒でしょう。改革

をずっとし続けていかなければなりません。た

だ一方で、あまりお金にならないこのようなこ

とも地道にやっていかないといけないなと思

います。

齋藤：私が大阪体育大学に来させて頂いたの

は、まさにこのようなプロジェクトに取り組ま

れて発信されているからです。ブランディング

につながっているのではないでしょうか。

神﨑：（今回のプログラムは）大学のブランド

力だとか、社会貢献への即効性はないのです

が、地道にやっていくというのは大切なことだ

と思います。ただ、先ほど申し上げた通り、事

務局はそれなりに大変で、どこまでもつかなと

心配しています。

河島：国にはもう少しサポートして欲しいとは

言っているのですが、なかなかそうはいきませ

ん。また60時間という受講時間が、今後スポ

ーツ指導者の講習時間数として適正となって

いくのかどうなのかも分かりません。他のとこ

ろが10時間とか、それこそ先ほど話したように

もっとハードルを低くする流れになってしまう

と、完全に取り残されてしまいます。そうであ

れば、スポーツ庁が設定する部活動改革の移

行期間は続け、その後もう一度検討しましょう

という話は学内ではしています。

齋藤：私どもが考えているのは自治体のお金

を使うということです。プロジェクトを立ち上

げてやって行くには、スポンサーを確保した

り、外部と連携していかないと難しいです。

神﨑：大学からお金を出してもらって何かをや

るというのは限界があります。今、お話があっ

たようなところを工夫しながら、本学のスポー

ツの知識や経験は財産ですから、これをどう発

信していくかということになります。

齋藤：部活動地域移行の座談会のメンバーに

商工会の代表を入れています。そこのところ

で、例えば、支給品に商店街の何かを付けた

り、もっと行政とタッグを組んでうまく連携で

きればなと考えています。

神﨑：川崎市はまだ子どもの数が減っていな

いから可能性はありますが、本学の位置してい

るこの辺りでは少子化は深刻です。大阪体育

大学の卒業生がいるわけでもなく、相談に来

るのは、長崎や四国の田舎の方などの子ども

の数が減ってきている地域からです。

河島：報道を見て来ましたという方ですね。

富川：そういう人たちが地域に居て、逆に広が

った方が大学の宣伝になりますね。こういう先

生がいて、良い指導をしているということが伝

わっていって、楽しいよとなると3年では短い

ですね。

河島：一つ言い忘れたのは、受講料が2万500

円と破格なのです。リカレントリカレントプロ

グラムは、だいたいどこも60時間6万円ぐら

いが相場です。我々のプログラムの比較対象

はJSPOの資格なので、同じぐらいの価格にし

ました。実際のところ、プログラムを回してい

くためには、最低でももう1万円は値上げした

いところです。教育訓練給付金の給付を受け

ると2割返ってきますが、受けることができる

最低料金が現在設定している受講料（2万500

円）です。しかしながら例えば、自治体が補助

をして、受講者の支払額が2万5百円を下回っ

た場合は使えません。したがって、今回の長与

町のように補助するところを取り込みたいの

であれば、もっと金額を高めに設定し4万円ぐ

らいにして、自治体に2万円補助してもらうこ

とで受講生負担を2万5百円とする方がいいの

ではないかと思います。すると自治体からの補

助がある人は今と同じ額で、ない場合でも8千

円の給付は受けられるわけです。

齋藤：よく部活動指導者の話を聞くと、お金

を払って資格を取らないとだめだと言われる

のに、指導しに行ってもらえるお金が少な過ぎ

て、割に合わないと言っています。指導者がも

っとお金を貰えるような環境づくり考えてい

かないといけないです。もしそれが上手くいけ
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ば、スポーツを学ぶ学生がもっと増えるかもし

れません。

富川：大学の部活の指導者に対してこういう

ことは使えるのでしょうか。

河島：これとは別でスポーツ局では、大学の指

導者研修を年に2回やっています。これは年に

2回90分、誰かに来てもらったり、ワークした

りしています。

時任：オンラインで開催されたユニバスのセ

ミナーに、大学体育部という部局の代表として

参加しました。コロナ後でオンデマンド化が進

み、私も参加させてもらって凄く勉強になりま

した。

河島：勉強になりますね。その一方で、大学指

導者にしてみれば、受講する時間がないとい

う話とか、NFで受けているから要らないとか

色々言われます。

神﨑：大学指導者というのは独り立ちして、自

分の考えがあるから難しいです。

飯田：サッカーでは、ライセンスの講習を受け

るのが当たり前になっていますね。サッカー関

係者は割とライセンスは必要だと感じていま

す。ただ、その講習では倫理だとか、社会関係

の部分が含んでいません。どちらかというと

ピッチ上のことが多いので、サッカーのD級ラ

イセンスあたりは大学と組んで講習をやった

ほうが良いと思いました。海外でもサッカーは

2000年以降、ライセンスがないと絶対プロの

ピッチ場に立てないことになっています。

齋藤：サッカーのライセンス講習に参加さえて

もらったことがありますが、世界の有名な指導

者の方が来て、スクリーンでスライド流しなが

ら実施するのですが、凄く楽しい講習になって

います。

飯田：カンファレンスは2年に1回あります。

ライセンスを失効しないために2年に1回開催

されるカンファレンスへ来るとポイントがたく

さん貰えます。2日間あるので、その時には、海

外のトップの指導者を呼んできます。カンファ

レンス自体は500人規模です。カンファレン

スはライセンスが高い人から順次、枠が埋まっ

ていくので、ライセンスの下の人はそれになか

なか参加できないです。そういうのにサッカー

は力を入れています。

齋藤：プログラムを担当している先生は、私か

ら見たら著名な先生方なのですが、一般の受

講者からすると、メディアに登場するような有

名な選手が話をしてくれるのもいいですよね。

例えば、川崎フロンターレに過去在籍していた

中村憲剛さんの話が聞けるとか。プログラムの

中に入れてみたいと思っています。

飯田：最初にそういうものをやるのですね。そ

こからいくつかのテーマがあって、そこに協会

のスタッフや指導者がいて、そこでディスカッ

ションをするのがサッカーのカンファレンス

のパターンです。

神﨑：今年度から始めたプログラムですので、

今から少しずつアップデートしていきたいと

思っています。今日、私たちも有意義なご意見

を頂きました。ありがとうございました。

 

（了）

研修会の様子


